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宗
教
団
体
靖
国
神
社
の
今

揺
れ
る
蛾
国
神
社

I 


西

川

重

則

{
「
政
教
分
離
の
会
」
事
務
局
長
)

湯
浅
貞
宮
司
が
、
「
将
来
は
、
私
ど
も
は
国
へ
お
返
し
し
た
い
」
と
発
言
し
ま
し
た
が
、
そ
の
意
味
は
何
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
「
靖

国
神
社
崇
敬
泰
替
会
」
会
長
・
山
内
豊
秋
氏
が
、
「
国
家
護
持
」
を
要
望
し
ま
し
た
が
、
そ
の
背
景
は
何
で
し
ょ
う
か
。
ど
ち
ら
も
比

較
的
最
近
の
発
言
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
靖
国
神
社
は
宗
教
法
人
靖
国
神
社
と
し
て
、
そ
の
目
的
は
、
以
下
の
通
り
、
宗
教
法
人
「
靖
国
神
社
」
規
則
第
3
条
に
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
明
治
天
皇
の
宣
ら
せ
給
う
た
『
靖
国
』
の
聖
旨
に
基
き
、
国
事
に
殉
ぜ
ら
れ
た
人
々
を
奉
斎
し
、
神
道
の
祭
犯
を
行
ひ
、
そ
の
神

徳
を
ひ
ろ
め
、
本
神
社
を
信
奉
す
る
祭
神
の
遺
族
そ
の
他
の
崇
敬
者
を
教
化
育
成
し
、
社
会
の
福
祉
に
寄
与
し
、
そ
の
他
本
神
社
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
の
業
務
を
行
ふ
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
(
一
九
五
二
年
八
月
一
日
、
宗
教
法
人
靖
国
神
社
の
設
立
を
公
告
)
。

揺
れ
る
錆
国
神
社
の
意
味
・
背
景
を
理
解
す
る
た
め
に
、
靖
国
神
社
の
戦
後
史
を
報
告
し
た
い
。

第
1
期

廃
絶
の
危
機
の
下
で

E 
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日
本
の
敗
戦
(
一
九
四
五
・
八
・
十
五
)
に
よ
っ
て
、
靖
国
神
社
は
、
占
領
軍
か
ら
軍
国
主
義
の
精
神
的
支
柱
の
役
割
を
担
っ
た
と

見
な
さ
れ
、
廃
絶
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
経
緯
の
後
、
靖
国
神
社
は
、
信
教
の
自
由
・
政
教
分
離
の
原
則
に
基
づ

方

く
宗
教
法
人
の
道
を
選
択
し
ま
し
た
。

E 

第
2
期

嫡
国
神
社
法
案
提
出
の
下
で

一
九
六
九
年
六
月
三
十
日
、
靖
国
神
社
法
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
靖
国
神
社
は
同
法
案
が
提
出
さ
れ
る
前
の
一
九
六
九
年
五
月
十

五
日
、
同
法
案
の
提
出
に
賛
意
を
表
明
し
、
法
案
成
立
に
際
し
、
宗
教
法
人
を
離
脱
し
、
特
殊
法
人
に
移
行
す
る
手
続
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
(
「
靖
国
神
社
宗
教
法
人
離
脱
声
明
」
)
。

第
3
期

嫡
国
神
社
法
案
を
拒
否

靖
国
神
社
法
案
は
、
当
時
成
立
必
至
の
状
況
で
し
た
。
し
か
し
、

一
九
七
四
年
六
月
三
日
、
参
院
段
階
で
、
審
議
未
了
・
廃
案
と
な

り
ま
し
た
。
な
ぜ
成
立
し
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
私
た
ち
に
は
不
明
で
し
た
が
、
そ
の
後
そ
の
理
由
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

要
因
は
、
靖
国
神
社
が
、
同
法
案
の
不
安
定
性
に
気
づ
き
、
最
終
的
に
同
法
案
の
成
立
に
反
対
す
る
に
至
っ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

一
九
七
四
年
五
月
十
三
日
、
衆
院
法
制
局
見
解
(
「
靖
国
神
社
法
案
の
合
意
性
」
)
を
知
ら
さ
れ
た
靖
国
神
社
は
衝
撃
を
受
け
、
同
法

案
に
対
し
て
、
反
対
す
る
立
場
を
取
る
と
い
う
予
想
し
得
な
い
結
末
と
な
っ
た
の
で
す
。

第
4
期

宗
教
法
人
の
過
を
求
め
つ
つ

後
ヘ
政
機
む
川
町
癒
着
か
ら
自
由
に
さ
れ
た
遭
を
選

ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
職
員
に
対
し
て
、
宗
教
法
人
の
道
を
示
唆
し
た
宮
司
の
発
言
は
従
来
の
靖
国
神
社
観
を
一
変
さ
せ
る
に
十
分

な
態
度
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
私
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
あ
る
職
員
は
、
宗
教
法
人
の
道
に
希
望
を
見
出
す
趣
旨
の
発
言

を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
民
間
の
支
持
団
体
と
も
必
ず
し
も
同
じ
考
え
で
な
い
こ
と
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
九
八
五
年
八
月
十
五
日
の
靖
国
神
社
の
出
来
事
お
よ
び
そ
の
後
の
対
応
が
一
般
に
正
確
に
理
解
さ
れ
な
い
ま
ま
、
日
本
の

政
治
状
況
は
大
き
く
変
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

第
5
期

国
家
(
政
府
)
の
意
思
の
表
明
と
し
て
の
野
中
発
言
に
直
面


一
九
九
九
年
八
月
六
日
、
野
中
広
務
内
閣
官
房
長
官
(
当
時
)
は
、
靖
国
神
社
問
題
の
解
決
を
め
ざ
し
、
四
つ
の
柱
を
設
け
、
記
者


会
見
で
発
表
し
ま
し
た
。


そ
れ
は
、
私
的
発
言
で
な
く
、
官
房
長
官
と
し
て
の
発
言
で
あ
り
、
マ
ス
コ
ミ
は
官
房
長
官
発
一
言
を
一
斉
に
報
道
し
、
そ
の
影
響
は


大
き
く
、
今
日
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
靖
国
神
社
お
よ
び
支
持
者
の
反
応
は
、
殊
の
外
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。


野
中
発
言
は
、
靖
国
神
社
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
の
国
の
あ
り
方
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
、
私
自
身
、
重
大
な
関
心
を
も
っ


て
、
そ
の
行
く
え
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
宗
教
団
体
・
宗
教
法
人
で
あ
る
靖
国
神
社
、
宗
教
に
対
す
る
国
家
(
政
府
)
の
意
思
と
は
何


で
し
ょ
う
か
。
  

戦
前
の
歴
史
に
学
ぶ

さ
て
、
こ
こ
で
靖
国
神
社
の
創
建
(
一
八
六
九
年
六
月
二
九
日
)
か
ら
、
敗
戦
に
至
る
ま
で
の
七
六
年
に
わ
た
る
歴
史
に
つ
い
て
考
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え
て
み
た
い
。

は
も
と
も
と
東
京
招
魂
社
と
し
て
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
と
い
う
特
定
の
場
所
に
創
建
さ
れ
た
「
招
魂
社
」
と
い
う
意
味
を
持
つ

て
い
ま
す
。

凶
十
年
後
の
一
八
七
九
年
六
月
四
日
、
靖
国
神
社
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
天
皇
の
勅
命
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
靖
国
神
社
と
い
う
意

味
を
持
っ
て
お
り
、
日
本
の
国
の
全
領
域
に
、
強
い
影
響
を
及
ぼ
す
、
天
皇
の
神
社
靖
国
と
い
う
評
価
と
位
置
づ
け
が
全
国
民
の

N 

a

心
を
支
配
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

ω別
格
官
幣
社
に
列
せ
ら
れ
、
内
務
・
陸
軍
・
海
軍
に
管
轄
さ
れ
、
祭
典
は
陸
軍
・
海
軍
の
二
省
の
官
員
が
行
い
ま
し
た
。

創
建
そ
の
も
の
が
、
明
治
天
皇
の
勅
命
に
よ
っ
た
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
天
皇
の
た
め
、
国
の
た
め
に
戦
っ
た
人
々
を
合
記
す
る
神

社
と
し
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
別
格
官
幣
社
に
列
せ
ら
れ
、
同
時
に
靖
国
神
社
と
改
称
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
意
味
は
大
き
く
、

戦
後
の
今
日
で
も
、
特
別
な
神
社
と
見
な
す
人
々
が
い
る
ほ
ど
で
す
。

招
魂
社
と
い
う
名
称
か
ら
、
靖
国
神
社
と
改
称
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
皇
の
国
を
安
骨
と
す
る
神
社
と
い
ま
味
を
、
教
育
に
よ
っ

て
全
国
民
に
知
ら
せ
る
こ
と
と
な
り
、
す
ぐ
れ
て
国
家
性
の
強
い
神
社
と
し
て
の
地
位
を
確
保
す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

天
皇
の
「
御
親
拝
」
お
よ
び
靖
国
神
社
の
祭
典
を
陸
軍
・
海
軍
の
官
員
が
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
特
色
が
一
段
と
鮮
明
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
合
杷
の
選
別
は
厳
し
く
、
官
軍
と
賊
軍
と
の
峻
別
に
よ
っ
て
、
天
皇
の
た
め
に
忠
節
を
つ
く
し
た
人
々
(
官
軍
の
立
場
)
だ
け

が
合
杷
の
対
象
と
さ
れ
、
敵
味
方
の
別
な
く
弔
う
か
つ
て
の
思
想
は
否
定
さ
れ
ま
し
た
。

し
宗
教
団
体
・
宗
教
法
人
情
国
神
社
の
今


-

1

私
た
ち
に
と
っ
て
、
靖
国
神
社
問
題
と
は


戦
後
の
靖
国
神
社
は
、
宗
教
法
人
靖
国
神
社
と
し
て
の
歩
み
を
選
択
し
ま
し
た
が
、
そ
の
歴
史
は
、
理
念
と
現
実
の
関
で
試
行
錯
誤


を
く
り
返
す
歴
史
で
し
た
。
現
在
再
び
揺
れ
る
靖
国
神
社
の
傾
向
に
あ
る
の
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
の
で
す
。


私
た
ち
は
、
靖
国
神
社
一
一
三
年
の
歴
史
か
ら
、
何
を
学
ぶ
か
を
自
ら
に
問
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
他
山
の
石
と
し
て
貴
重
・
な
教
訓


を
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。


戦
前
・
戦
中
の
靖
国
神
社
が
侵
略
戦
争
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
が
、

一
方
靖
国
神
社
の


成
立
過
程
そ
の
も
の
が
ま
さ
に
天
皇
お
よ
び
天
皇
の
国
の
意
思
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
陸
軍
・
海
軍
の
官
員
に


よ
っ
て
祭
典
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
、
旧
憲
法
体
制
下
の
靖
国
神
社
に
お
い
て
は
、
新
憲


法
体
制
下
の
靖
国
神
社
と
異
な
り
、
祭
典
の
執
行
の
自
由
が
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。


戦
時
中
、
宮
司
が
陸
軍
大
将
と
い
っ
た
報
告
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
祭
典
に
つ
い
て
知
識
の
な
い
陸
軍
大
将
が
行
う
祭
典
と
は
、


ど
ん
な
祭
典
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
専
門
職
の
宮
司
、
職
員
た
ち
、
多
く
の
参
列
者
は
陸
軍
大
将
が
行
う
祭
典
を
ど
う
見
て


い
た
だ
ろ
う
か
。


靖
国
神
社
が
別
格
宮
幣
杜
と
し
て
高
い
地
位
を
与
え
ら
れ
、
国
庫
供
進
金
の
恩
恵
に
浴
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
自
律
宗
教
と
し
て
の

道
を
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
今
で
は
自
明
の
信
教
の
自
由
・
政
教
分
離
に
つ
い
て
の
原
体
験
を
享
受
す
る
機
会
を
奪

わ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
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し
た
が
っ
て
、
戦
後
五
十
五
年
に
わ
た
る
聞
に
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
く
り
返
し
た
清
国
神
社
が
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、

一
九
八
五

年
以
降
、
宗
教
法
人
の
道
に
希
望
を
見
出
そ
う
と
し
た
試
み
は
極
め
て
重
要
か
つ
貴
重
な
選
択
肢
と
し
て
特
筆
す
べ
き
出
来
事
と
言
わ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。V 

私
た
ち
の
課
題

私
は
、
靖
国
神
社
法
案
国
会
提
出
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
通
し
て
、
信
教
の
自
由
・
政
教
分
離
の
原
則
の
保
持
・
確
立
の
重
要
性
を
痛

感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
戦
前
・
戦
中
に
お
い
て
、
宗
教
界
が
国
家
権
力
に
よ
っ
て
保
護
・
監
督
の
下
に
置
か
れ
た
政
治
支
配
の
歴
史
を
く

り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皇
室
祭
把
と
民
間
宗
教
の
問
題
、
民
間
宗
教
の
中
の
公
認
宗
教
あ
る
い
は
宗
教
団
体
法
が
成
立
し
た
後
の
結
社
の
問
題
そ
の
他
多
く

の
問
題
が
国
家
権
力
に
よ
る
政
治
支
配
の
下
、
複
雑
な
様
相
を
呈
し
た
歴
史
を
学
び
続
け
る
必
要
を
訴
え
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
靖
国
神
社
も
天
皇
を
頂
点
と
す
る
天
皇
制
・
国
家
神
道
体
制
に
あ
っ
て
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
軍
事
主
義
に
基

づ
く
政
治
支
配
か
ら
自
由
た
り
得
ず
、
加
害
と
被
害
の
問
に
揺
れ
動
く
相
魁
の
歴
史
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
深
刻
な
一
面
を

も
知
り
ま
し
た
。

私
た
ち
キ
リ
ス
ト
者
に
と
っ
て
、
靖
国
神
社
問
題
は
、
今
日
改
め
て
、
神
社
非
宗
教
諭
に
か
か
わ
る
歴
史
的
・
思
想
史
的
・
信
仰
的

葛
藤
の
歴
史
を
想
起
さ
せ
る
緊
急
か
つ
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

靖
国
神
社
が
、
野
中
発
言
を
契
機
と
し
て
、
再
び
揺
れ
る
靖
国
神
社
の
側
面
を
露
呈
し
た
こ
と
は
、
同
時
に
、
私
た
ち
に
対
す
る
重

大
な
挑
戦
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
野
中
発
言
の
本
質
|
有
事
法
制
下
の
靖
国
神
社
問
題 

l
は
、
ひ
と
つ
の
宗
教
団
体
・
宗
教
法
人

歴
史
に
学
ぴ
、
今
を
生
き
る
と
は
、
私
た
ち
宗
教
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
属
す
る
宗
教
界
に
あ
っ
て
、
再
び
国
家
権
力
に
よ
る
政
治
支

配
に
屈
服
す
る
こ
と
な
く
、
信
仰
と
良
心
の
自
由
の
戦
い
を
不
断
に
戦
う
姿
勢
を
堅
持
し
つ
つ
、
国
家
{
政
府
)
に
よ
っ
て
保
護
・
監

督
さ
れ
る
公
認
宗
教
の
道
を
拒
否
し
、
信
教
の
自
由
・
政
教
分
離
の
原
則
を
保
持
・
確
立
す
る
道
を
歩
み
続
け
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

自
律
性
の
宗
教
の
確
立
を
め
ざ
す
日
々
の
歩
み
は
、
天
皇
制
・
国
家
神
遭
体
制
下
の
歴
史
、
侵
略
と
加
害
を
く
り
返
し
た
歴
史
に
学


ぴ
つ
つ
、
正
義
と
平
和
を
飲
り
出
す
た
め
に
、
有
事
法
制
下
の
今
を
生
き
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
改
憲
問
題
・
教
育
改
革
問


題
・
靖
国
神
社
お
よ
び
護
団
神
社
問
題
・
軍
事
化
と
軍
拡
化
・
天
皇
制
文
化
な
ど
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
今
を
生
き
る
責
任
と
課
題
に


つ
い
て
自
己
吟
味
し
つ
つ
生
き
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。


「
不
断
の
警
告
は
自
由
の
代
償
」
と
い
う
古
諺
、
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
(
一
九
一
八
・
十
一
・
十
一
)
八
十
二
周
年
を
心
に
刻
み

つ
つ
。〈

参
考
図
書
〉

西
川
重
則
明
天
皇
の
神
社
靖
国

増
補
版

有
事
法
制
下
の
靖
国
神
社
問
題
』
(
二 
0
0
0円
、
梨
の
木
舎
)
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